
こうないえい

内営業規則に準拠するこ と になっている。(織国道明)

こ うないえいぎょうりょうきん 構内営業料金 駅構内営

業のために国鉄の固定財産を使用する営業者ーから ， その対価と

して徴収する料金の総称であって，それそ'れの業組により，そ

の Jì:定方法が災なっている。その i-~lW刀法によって類別すると

おおむねつぎのとおり。

1 m内旅客営業中の立売蛍業， tHJïS業および雑営業につい
15 

ては，営業承認Jyl聞が l 年未満のものは売上総収入制lに
1,000 
11 

を来じた綴. 1 年以上のものは売上総収入額に応じてー一一
15201,ooo' 

一一一 一一一， を乗じた制。
1,000' 1.000 

2 手間り品巡鍛営業については，

駅等級 首業料金

特・ 1 等駅 | 巡搬入 l 人につき | 月前~\ 100 円

2 ・ 3 等駅 I 11 I 11 90 1/ 

4 ・ 5 等駅 I If I 11 80 1/ 

6 ~l字以下の 駅 70 1/ 

駅等級は日本固有鉄道広告取扱規HlJ別表口駅等級表( キ 広告

料金)による。

3 くつみがき営業については，

駅等級

特 ・ 1 等訳

2 ・ 3 等駅

4 ・ 5 等駅

6 等以下の駅

営業料金

l 台 につき | 月初 200 円

J.!R ~-q~級は前表に同じ。
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160 " 

140 " 

4 f，'li 内旅客営業中の扱'出品一時預り蛍業およびwi内公衆営

業については，国鉄の定める闘定財産使用料金相当制と， 売上

総収入制に 一三ー を乗じた傾の.g-n古賀。この場合国鉄において1,000 口氏
とくに認めたときは， 売上総収入銀の 一二一相当額を徴収しな

1,000 
いことがある。また連絡船内における店舗営業については，前

記にかかわらずその固定財産の使用料はつぎの よう に特定して

いる。

区間 紛 名 {車問 料金

l事周丸 n 1 船につき
青森 ・ 函館

羊蹄丸

大雪 1l f，~寿芦l j) 月宮前 45，000 門

5 併内旅客運送営業については ( 1 両 1 箇月に付).

以4?;級 k品工 fJtJ ・ノ ー
来合 厚入生力事111 時 1n
"1 動車

特~~駅
承認。 111 料 250 円 250 円 100 門

問時駐車料 1,500 3,000 800 

" 250 250 100 

一己
l 等駅

1,300 2,600 600 " 

" 250 250 100 
2 等駅

600 1,200 250 " 

" 250 250 100 
3 等以

500 1,000 250 " 

" 150 150 100 150 円
4 空~;駅

" 150 300 100 150 

5 ~~即日 " 150 150 100 200 

以下 " 100 200 50 150 

駅等級は 2 に同じ。
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6 列車食堂営業については， 売上総収入制に 一一ー を乗 じ
1,000 

t~l徴。(織田辺明)

こ う ないえき 権内駅 国鉄における駅の所主主事務は， 旅客 ・

荷物および貨物の取扱に関する営業関係の業務と，列車の迎転，

列車の組成， 車両の入換にl刻する五回忌関係の業務に大別するこ

とができる。 駅の業務のうちでは，このいずれか一方が主休と

な っている駅が多いが， 組成駅その他の大きな駅では，両方「の

業務のいずれもが軍基Eな梁務となっている。そこで現業機関と

しての駅を，営業駅とHli内駅に 2 分し ， これらの 2 舗の業務を

月IJfl!1 の業務機|品lで所挙:すること t号すれば， 業務の巡笛はいっそ

う円前に行われるだろう，とい f ことが考えられる。このよう
な見地から昭和 25 年，試験的に北海道において釧路，深川，旭

川， 留萌，遠l経， 北見， 名寄，東室I鈎および五後事~に附内駅を

設位し，従来の駅を営業駅として分離した。その後極々検討を

加えた結来， 構内駅を設置した効果が現われなかったので， 昭

和 29 年に前記のm内駅を廃止した。(山岸助六)

こ うないげんざいし 々 構内現在車 ある時刻(現在は午前

6 時)において駅機内に現在する貨車のうち，列車に述給され

ていないj;'tJI1を併内現在"lï という。発送準備が完了しでも列車

に述結していない貨車，停泊車，および駅構内にある修繕I仏

または工場 ・ 機関区 ・ 客 j;'î "II区にある修繕1Ji.仕立検査および

仕立検査待合中の貨平等が構内現在車である。(山岸助六)

こうないさぎよう 構内作業 (英)yard operation 鉄道連

送がレール上の運送であるという ことは，他の交通話量|刻にはみ

られなL、し、ちじるしい特長である。したがって線路が l 線しか

なければ，前にとまっている列車または車両を追いこすことも

できないし ， また車両の連結順序を変えるこ と もできない。そ

こで駅御内にはfJliJ線を設けて ， 列車または車両を本線から他の

本線または側線へ， あるいは側線から本線または他の flllJ紛れ移

動させる作業を行っている。防内におけるこれらの作業，なら

びにこれらに付椛する種々の作業を総称して， 本位 l句作業または

ヤ ー ド作業という。ただし中間駅等で，単に列車を発着させる

だけの作業は構内作業とはいわない。

桝内におけるこれらの作業の内容は復雑多岐にわたるが， 一

般的にいってつぎのとおりである。旅客列車についてはまず始

発駅では，それぞれの列車について定められた列車の編成に必

要な客車を，定められた順序にならべなければならない。つぎ

に途中の大駅では列車を分割したり，併合したりあるいは増結

したり，解放したりする総内作業がある。終着駅に到着したな

らば，これらの客車を消却f ・ 洗じよう ・ 検査 ・ 修絡しなければ

ならないから ， ここでも桝内作業が必要である。裂するにこれ

らの附内作業は， 客車を安全な状態に保守し，あるいはげi潔な

状態に保ち， かつ旅客の輸送要請に応じた種類の客llîを必要な

数だけ辿給して列車を運転し，そのうえ客車を無駄なく有効に

運用するために必要な作業で、ある。

貨物列車については， まず発駅の貨物側線にある貨準に，積

込んだ貨物の行先を示す車緊をさし込む。したがってこれらの

貨車の行先はまちまちである。発駅ではこれらの貨車を適当な

列車に述給する。各駅で貨車をìili結した列車は， その貨車の行

先がまちまちである。そこで:l!(Ilï をその目的地へ輸送するため

には，途中の(ä成駅または分岐駅で， 列車を編成しなおして1'1:

平を行先別に盤理し ， 同一方面へ輸送する貨車だけをまとめて

べつの列車を仕立てる。 これが組成駅における榊内作業である。

到i雪崩tにおいては到着した列車から貨車を解放し貨物側線に入

れて. f]t荷を取りおろすために椛内作業が必要である。また貨

車の場合にも検査 ・ 修繕 ・ また積荷の事故(荷くずれ等)等のた

めの作業があることはもちろんである。 小口貨物を輸送する貨
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